sonar-apps
Logpresso Sonarに登録されたアプリ一覧を照会します。keywords オプションでアプリ名または説明を基準にフィルタリングできます。
コマンドプロパティ
	項目
	説明

	コマンドタイプ
	ドライバークエリ

	必要な権限
	管理者

	ライセンス使用量
	集計あり

	並列実行
	非対応

	分散実行
	非対応


構文
sonar-apps [keywords=STR]
オプション
[keywords=STR]
アプリ名または説明から検索するキーワード。空白で区切って複数の単語を指定すると、1つのフィールド（名前または説明）の中にすべての単語が含まれるアプリのみを返します。検索に使われる名前・説明は、このコマンドが内部的に使用するセッションのロケール（英語に固定される）を基準とするため、実際にはアプリの英語名・英語説明と大文字小文字を区別せずに比較されます
出力フィールド
	フィールド
	タイプ
	説明

	code
	文字列
	アプリコード

	name
	文字列
	アプリ名

	bundle_symbolic_name
	文字列
	OSGiバンドルのシンボリック名

	version
	文字列
	アプリのバージョン

	description
	文字列
	アプリの説明

	built_at
	日付
	ビルド時刻

	installed_at
	日付
	インストール時刻

	enabled
	ブーリアン
	アプリの有効化状態


エラーコード
パースエラー
	エラーコード
	メッセージ
	説明

	300181
	No permission to enumerate apps.
	管理者権限のないアカウントで実行した場合


ランタイムエラー
該当なし
説明
sonar-apps コマンドは keywords オプションを指定しない場合、登録されたすべてのアプリを返します。keywords を指定すると、空白で区切った各単語がアプリ名にすべて含まれる、またはアプリの説明にすべて含まれるアプリを返します（名前と説明のいずれか一方だけ条件を満たしても対象に含まれます）。
この比較はセッションのロケールによって変わる多言語の名前・説明を基準としますが、このコマンドが作るセッションはロケールを指定しないためデフォルト値である英語で処理されます。一方、出力フィールドの name はアプリの既定の名前をそのまま返すため、アプリに韓国語の既定名が設定されている場合、画面に表示される名前と keywords 検索に実際に使われる英語名が互いに異なることがあります。したがって keywords には韓国語よりもアプリの英語名・英語説明に含まれる単語を指定すると安定して一致します。
使用例
アプリの全一覧を照会
sonar-apps
登録されたすべてのアプリのコード、名前、バージョン、有効化状態などを返します。
キーワードでアプリをフィルタリング
sonar-apps keywords="sample"
英語名または説明に sample が含まれるアプリのみを返します。keywords はセッションのロケール（英語固定）を基準に比較されるため、韓国語のキーワードを指定すると、画面上は韓国語名で表示されるアプリであっても一致しないことがあります。
無効化されたアプリのみを照会
sonar-apps
   | search enabled == false
現在無効化されている状態のアプリのみをフィルタリングします。
変更履歴
sonar-apps コマンドはSonar 4.0.2609.0バージョンから利用可能です。Experimental アプリが提供していたコマンドをSonarコアに内蔵したものです。内蔵されていないバージョンでは、Experimental アプリをインストールして使用できます。
